
 

 

 

 

教育委員会会議録（２月定例会） 
 

 

 

日  時       令和５年２月２２日（水） 

           午後２時３０分から午後３時２７分まで 

 

場  所       日立市役所 ３０４・３０５号会議室 

 

出席委員       教育長                 折笠 修平 

           教育長職務代理者            中村 雅利 

           委 員                 上村 由美 

           委 員                 朝日 華子 

           委 員                 小野 智久 

 

委員以外の出席者   教育部長                松本 正生 

           理事                  窪田 康德 

           総務課長                松本 賢吾 

           学校施設課長              高瀬  稔 

           学務課長                芳賀 友博 

           学務課課長               酒地 康彦 

           学校再編課長              渡邊 鏡子 

           生涯学習課長              信太  誠 

           スポーツ振興課長            玉置 伸一 

           指導課長                多田 賢一 

           指導課課長               佐川 正城 

           記念図書館長              赤津 光司 

           郷土博物館館長補佐           黒澤 教喜 

           北部学校給食共同調理場長        石川  渉 

           教育研究所長              横山 宏栄 

           総務課副参事(兼)庶務係長        西  勇人 

           総務課副参事(兼)計画財務係長      高橋美奈子 

           総務課主幹               澤田 貴子 

           総務課主事               佐藤 友香 

 



 

 

議  事 

 

 報 告 

 報告第 ２ 号 教育委員会１月定例会の会議録について 

 

 議 案 

議案第 ２ 号 令和５年度教育委員会予算の提案について 

議案第 ３ 号 令和４年度教育委員会３月補正予算の提案について 

議案第 ４ 号 日立市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める 

条例の一部を改正することについて 

議案第 ５ 号 日立市立学校設置条例の一部を改正することについて 

議案第 ６ 号 日立市郷土博物館設置及び管理等に関する条例の一部を改正すること 

について 

議案第 ７ 号 日立市スポーツ広場の指定管理者を指定することについて 

 

 その他 

 (1) 令和５年度小規模特認校への就学予定について 

 (2) 春のスポーツイベントについて 

 

 

  



 

 

会 議 の 概 要 

１  開  会  

教 育 長 ただ今から、教育委員会２月定例会を開会します。 

 

本日は、傍聴希望者はおりません。 

 

  

２  報  告  

報 告 第 ２ 号 教育委員会１月定例会の会議録について 

教 育 長 

 

まず、報告第２号について、御意見等はございませんか。 

 

全 委 員 特にありません。 

 

教 育 長 

 

 

それでは、本件については、承認されました。 

 

 

３  議  案  

議 案 第 ２ 号 令和５年度教育委員会予算の提案について 

教 育 長 

 

 

続いて、議事に移ります。 

議案第２号について、総務課長から説明をお願いします。 

 

総 務 課 長 

 

令和５年度の教育委員会予算について、提案するものです。 

 令和５年度の歳出予算の合計額は、６５億３，０１３万４千円で

す。令和４年度予算の合計額は、７３億８，６０６万４千円でした

ので、対前年度増減では、８億５，５９３万円の減額となります。 

主な増要因ですが、社会体育促進事業、１億２，２１４万８千円

の増、スポーツ広場等施設整備事業、７，９３４万１千円の増など、 

合計で３億４，９７７万１千円です。 

主な減要因は、スポーツ拠点整備事業、８億１，６３８万３千円

の減、運動公園施設整備事業、２億８，０５４万６千円の減など、

合計で１２億９，３６５万円です。会瀬スポーツ広場を始め、スポ

ーツ施設や学校施設など、大型の施設整備事業が進んだことによる

予算減となっております。 

令和５年度教育委員会の主要事業の概要について、新規、拡充事

業などを中心に主な事業を説明します。 

始めに「学校教育」です。 

 教育振興基本計画改訂事業、１６０万３千円です。次期教育振興



 

 

基本計画の策定に当たり、策定委員会を設置、開催するほか、パブ

リックコメントの実施、計画書の印刷に要する経費を計上したもの

です。 

 ＮＩＥ推進事業、３４０万６千円です。児童生徒の読解力や思考

力、表現力の向上を図るため、各校での複数の新聞購入を継続する

ほか、実践事例を共有するなど、引き続き取組を推進するものです。 

 デジタル教科書導入検証事業、３９６万円です。児童生徒へのデ

ジタル教科書の本格的な導入に向けて、指導者用デジタル教科書の

導入教科を拡充し、更なる導入・検証を進めるものです。 

 小学校外国語教育強化事業、１５８万７千円です。小学校の英語

教育の指導力向上を図るため、ハワイ・パシフィック大学での教員

向け研修プログラムに若手教員２人を派遣し、英語指導の中核とな

る教員を養成するものです。 

 特別支援学校給食再調理事業、２６０万９千円です。特別支援学

校において行われている、保護者による再調理の負担軽減を図るた

め、再調理給食を提供するための調理業務委託を行うものです。 

 情報教育環境整備事業、４億６７７万円です。小・中学校等の全

ての普通教室に電子黒板を整備するなど、ＩＣＴを活用した教育の

更なる充実を図るものです。 

 学校施設整備事業、２億４６０万４千円です。学校敷地の除草な

ど環境整備を始め、大久保小、日高中屋内運動場への空調設備設置

工事に係る実施設計や、特別支援学校の施設整備に向けた耐力度調

査、測量調査、十王中の渡り廊下改修工事などを行うものです。 

 学校環境整備事業、３，４３３万１千円です。児童生徒の熱中症

対策として、全ての小・中学校等に新たに冷水機を導入するもので

す。 

 学校給食費無償化事業です。本市の課題である人口減少対策とし

て、更なる子育て支援を推進するため、令和５年４月から、小・中

学校等における児童生徒の給食費を無償とするものです。 

 学校給食管理システム導入事業、３１５万７千円です。栄養士が

学校給食業務に関連する栄養評価、献立作成等の処理を効率的に行

うための給食管理システムの更新を行うものです。 

 学校再編推進事業、５０万２千円です。学校再編計画第１期に位

置付けた再編対象校への説明会や統合準備委員会の開催など、新た

な学校づくりに向けた協議を引き続き進めます。また、統合により

閉校となる学校の跡地活用についても、併せて検討を進めてまいり

ます。 

 東小沢小学校・坂本小学校統合事業、１，２１４万９千円です。

令和６年４月の東小沢小・坂本小の統合に向けて、現在の坂本小の

正門前に路線バスが乗り入れ可能となるよう整備するほか、これに

伴う電柱の移設、このほか校歌等の制作、閉校記念事業実施のため

の補助などを行うものです。 



 

 

 奨学金制度拡充事業、１，４６２万６千円です。奨学金利用者が

大学等卒業後、市内に定住した場合に、奨学金返還額の５０％相当

額を助成する事業です。令和３年度の対象者拡充以降、申請者は着

実に増加しており、引き続き若者の定住促進に取り組んでまいりま

す。 

 部活動地域移行検討事業、２８万８千円です。休日の部活動を地

域に移行することについては、国・県の新たなガイドラインで「地

域の実情等に応じて可能な限り早期の実現を目指す」との方針が示

されております。本市では、令和７年度末までの地域移行を目指し、

引き続き「部活動の段階的な地域移行に向けた検討委員会」を開催

し、検討を進めます。 

学校教育推進事業、６５３万４千円です。児童生徒の学校におけ

る満足感を把握し、きめ細やかな支援につなげるため、学級集団ア

セスメント調査「ｈｙｐｅｒ－ＱＵ」の対象を全学年に拡充し、実

施するものです。 

児童クラブ運営経費、３億７，４７４万１千円です。公設児童ク

ラブのクラス数や、民間児童クラブへの補助を拡充するなど、希望

する全ての児童が安全・安心に過ごせる放課後の居場所づくりを推

進します。 

児童クラブ環境整備事業、１，１６２万４千円です。児童クラブ

の環境の向上を図るため、会瀬児童クラブの駐車場整備工事や民間

児童クラブに対する環境整備費補助を行うものです。 

 放課後子ども教室推進事業、５，２５４万７千円です。令和５年

度は、新たに４校で新規開設に取り組みます。これで計画した全て

の小学校での開設が完了となります。 

 続いて、生涯学習に関する事業です。 

ラジオ体操普及事業、８３１万１千円です。令和５年度も日立市

長杯ラジオ体操コンクールを開催するなど、ラジオ体操の更なる普

及促進に向けて取り組むものです。 

 地域学校協働活動推進事業、２０３万７千円です。学校と地域の

連絡調整等を行う共育コーディネーター、地域学校協働活動推進員

の養成研修を進め、地域全体で子どもたちの育ちを支える活動の推

進を図ります。 

記念図書館運営経費、１，１５２万９千円です。図書館情報シス

テムを更新し、より利用しやすいシステムとして利用者の利便性向

上を図ります。 

 電子書籍貸出サービス事業、４０２万６千円です。読書活動の充

実のため、来館せずにインターネットで貸出しや返却ができる電子

書籍貸出サービスの更なる利用促進を図ってまいります。 

文化財保存活用地域計画推進事業、２７６万７千円です。計画推

進のため、文化財のモデルコースマップの作成や案内看板の設置、

市民等による文化財保存活用事業に対する助成などを行うもので



 

 

す。 

 なお、展示・普及教育事業、４３６万９千円は、郷土博物館の特

別展示開催や展示室内のＶＲデータ化と情報公開に取り組むもの

で、日立風流物展示施設等整備事業、３，９８２万５千円は、整備

基本計画に基づき、展示施設の測量や、収蔵施設の設計などを進め

るものです。 

 続いて、「スポーツ」です。 

社会体育促進事業、１億５，３２３万１千円です。総合型地域ス

ポーツクラブへの補助金を拡充するなど、スポーツに親しめる環境

の充実を図ります。 

 運動公園施設整備事業、スポーツ広場等施設整備事業は、市民運

動公園とスポーツ広場等の整備に係るもので、運動公園について

は、陸上競技場計時・計測システム改修工事を始め、芝生管理用ト

ラクターの更新、スポーツ広場については、諏訪・折笠のスポーツ

広場トイレ改修や滑川市民広場の用地取得などを行うものです。 

 スポーツ拠点整備事業、９７６万４千円です。南部地区の新たな

スポーツ拠点として、（仮称）南部スポーツ広場の整備に係る基本

計画を策定するほか、会瀬スポーツ広場の令和５年７月からの開設

に向けて準備を進めるものです。 

 参考資料、市全体の令和５年度歳出予算案です。 

 予算総額７２４億２，０００万円のうち、教育費の占める割合は、

９．７％となっております。なお、教育費予算額につきましては、

保健福祉部や生活環境部の事業など教育委員会所管外も含まれて

いることを申し添えます。 

 

委 員 要望です。ＮＩＥ推進事業と児童クラブの民間委託について、両

方とも始まってから１年くらいだと思いますが、評価がどのように

なされているかということもきちんと把握している必要があると

思います。ＮＩＥについては、読解力や思考力がどのくらい伸びて

いるのかなどの追跡調査、児童クラブについては、民間委託をして

いるので、委託業者の評価や利用者の評価もきちんとした方が良い

のではないかと思います。 

 

指 導 課 長 ＮＩＥについてです。読解力や思考力等については、全国学力・

学習状況調査や県の学力診断のためのテスト等で、きちんと数値と

して追跡調査を行っていく必要があると考えております。 

本年度のＮＩＥについて、学校からの聞き取り等による調査で、

学校での成果として、教職員が新聞に目を通す機会が増え、児童生

徒に新聞記事の内容について話すことで、児童生徒の社会に対する

関心が高まったという報告がありました。授業だけではなくて、常

日頃から新聞を話題にできるというところは、良いことだと思いま

す。また、各校で新聞を２紙以上購読することによって、各校で工



 

 

夫した実践を行うことができたということです。  

課題としましては、家で新聞を取っていないお子さんがいらっし

ゃいますので、小学校低学年の段階だと思いますが、新聞を初めて

読むという子について、学校でどのように対応するかというところ

は課題です。また、授業で活用しようとしても、タイムリーな記事

がなかなか見付からないということもありましたので、指導課でも

支援していきたいと思います。  

 

生涯学習課長 児童クラブの民間委託開始から１年経過した現在の状況につい

て、お話させていただきます。  

委託したことによる主な成果ですが、支援員が児童との関わり方

などについて、事業者に相談した際に、事業者は運営を専門として

やっておりますので、これまでの実績などを踏まえて、適切な回答、

対応をしてもらえるということで、支援員から安心して相談できる

というような声が寄せられております。  

また、職員の研修につきましても、支援を要する児童の対応に加

えまして、例えば、人権教育や避難訓練、不審者が来た場合にはど

う対応するかといったことも含めて研修が行われております。そう

した点で、運営の質の向上が今後見込めるのではないかと期待して

いるところでございます。 

委託前の課題としておりました支援員の確保の問題につきまし

ても、各事業者で人員確保に努めていただいておりまして、今のと

ころは解消している状況でございます。 

今後、利用者の方にも、１年間利用してのアンケート等を予定し

ておりますので、結果がまとまりましたら、改めて御報告をさせて

いただきたいと思っております。 

今後の課題としましては、児童クラブと放課後子ども教室の一体

的な実施ということで、活動の内容を更に充実させていく必要があ

ると考えております。環境の整備も含めて、今後、更に充実を図れ

るように進めてまいりたいと考えております。 

 

委 員 今回の予算編成に関しては、事務局として大変御苦労されただろ

うと思います。また、それに応じて成果があったような気がいたし

ます。本当にありがたいと思っております。 

特に、ありがたいと思うところは、給食費の無償化です。子育て

支援のためには、欠くべからざるところだろうと思います。 

また、電子黒板の全校配置もありがたいと思っております。学校

現場もそうですし、これでもって、子どもたちの学びが本当に進む

と思いますので、ありがたいです。 

児童クラブについても、民間クラブへの補助が拡充されるという

ことで、ありがたいと思います。 

また、生活指導員やＩＣＴ支援員など、少人数担当指導員の確保



 

 

を例年どおりやっていただいたことは、非常に大事なところですの

で、良かったと思います。 

質問が３点ほどあります。 

まず、学校教育に係る取組で、学校給食費の無償化について、県

内各市町村で給食費の無償化を実施しているところの状況をお伺

いしたいです。もう実際にやっているところもありますので、県内

では、どの辺のところがやっているのかを教えていただきたいで

す。 

次に、生涯学習に係る取組で、地域学校協働活動推進事業につい

て、コーディネーターの養成研修は、大事なところだと思います。

特に、コーディネーターの役割は、学校と地域の連携において非常

に重要ですので、研修や養成に予算を使っていただくことは大事だ

と思います。養成研修の内容について、具体的にどのようなことを

考えているのかをお伺いしたいです。  

最後に、児童クラブについて、民間クラブの数、受入数が実際に

どうなっているのかをお伺いしたいと思っています。児童クラブに

しても、放課後子ども教室にしても、拡充ということで、非常にあ

りがたいです。子育て支援にも結び付きますし、社会性を育てるた

めには、やはり子ども同士でいろいろなことを体験し合うというこ

とも、一助になると思っています。そういうところにきちんと目を

向けて、大事にしていくことは、大変良いことだと思っています。

よろしくお願いします。 

いずれにしても、来年度からの各事業の推進に当たっては、スピ

ード感が大事です。特に、学校の働き方改革が進まない中では、部

活動の地域移行をしっかりスピード感を持ってやっていただきた

いということをよろしくお願いしたいと思います。  

 

学 務 課 長 給食の無償化について、県内の各市町村の実施状況をお話ししま

す。 

小・中学校ともに無償化をしている市町村については、４市町で

す。潮来市、大子町、城里町、河内町が小・中学校ともに無償化を

実施しております。  

中学校のみ無償化を実施しているのが北茨城市で、水戸市は令和

５年度から実施する予定となっております。 

また、無償化ではありませんが、常陸太田市は半額助成を実施し

ております。 

 

生涯学習課長 最初に、民間児童クラブの数と利用者数についてでございます。

現在、対象のクラブ数は、市内１０クラブ、利用者数につきまして

は、２月１日現在で、４２５人でございます。 

続きまして、地域学校協働活動の研修会について、今年度の実施

状況でございます。学校運営協議会と地域学校協働活動の一体的な



 

 

実施につきまして、講義形式だけではなく、グループワークなども

含めて、今年度は３回実施いたしました。その中で、今後の活動イ

メージを皆様にも共有していただくということで進めてきたとこ

ろでございます。 

令和５年度につきましては、回数的には、今年度と同様に３回ほ

ど行いたいと考えており、学校運営協議会で選出されるコーディネ

ーターと担当の教職員の方を対象といたしまして、実施したいと考

えているところでございます。その中で、これからの運営協議会に

おける地域学校協働活動の仕組みづくりを進めてまいりたいと考

えております。 

実際の講師や具体的な研修内容につきましては、これから学校や

コーディネーターのニーズなども踏まえながら、調整を行っていき

たいと考えているところでございます。  

 

委 員 ありがとうございました。 

給食費の無償化については、まだそれほど普及されていないとい

うことなのですね。ただ、これから増えていくでしょうから、日立

市としても、無償化に踏み切ったということは、是非、広報して、

宣伝していただくことをよろしくお願いしたいと思っています。 

民間児童クラブも結構多いのですね。私の先輩がやっているとこ

ろもあって知っているのですが、民間も本当に一生懸命やっている

と感じています。ありがたいことです。 

コーディネーターの養成については、活動を頑張っている方もい

らっしゃるので、そういう方のお話を参考にして、どんどん研修を

深めていただければと思っています。よろしくお願いしたいと思い

ます。 

 

委 員 感想です。ｈｙｐｅｒ－ＱＵが新年度から全学年で実施されると

いうことで、すごく良いと思っております。ただ、せっかくなので、

不登校の子たちが学校にまた登校できるように、資料を見直すな

ど、有効活用できるようにして、また、これまでに先生方の研修等

もされていると思いますが、更に充実するように検討していただけ

たらと思います。 

また、豊かな体験活動についても、とても良い活動なので、是非、

今後も継続していってほしいと思っています。社会性を育む取組と

して、この活動が入るのではないかと思いますので、急には難しい

と思いますが、今後、できましたら、この辺りももう少し充実した

内容にしていっていただけたらと思いました。 

 

生涯学習課長 豊かな体験活動でございますが、多様な体験活動を通じまして、

参加者同士や指導される大人たちとの交流なども深めることがで

きますので、我々としても社会性を育む良い機会だと感じていると



 

 

ころでございます。今後の新たな取組につきましては、更に選択肢

を増やせるように、検討や協議を進めてまいりたいと思っておりま

す。ありがとうございました。 

 

指 導 課 長 ｈｙｐｅｒ－ＱＵについて、今年度、試験的ですが、いくつかの

学校でタブレットでの回答を行います。紙で提出するよりは、かな

り早くデータの収集ができると思いますので、そういうところも有

効に活用して、ゆくゆくは、全体的にタブレットで回答することも

考えております。 

 

委 員 感想を述べさせていただきます。 

給食費の無償化は本当にありがたいことです。継続していくこと

が大事だと思っております。大きな予算を使うので、やむなく削減

した部分などもあるかと思いますが、子育て世代に優しい、ひたち

らしい施策として、可能な限り継続していっていただきたいと思い

ます。 

また、施設の改修等については、先取りで予算化し、対応をして

いった方が良いのではないかと思いました。 

 

教 育 長 

 

 

それでは、議案第２号について、可決することでよろしいでしょ

うか。 

 

全 委 員 

 

異議なし。 

 

教 育 長 議案第２号については、原案可決と決しました。 

 

 

議 案 第 ３ 号 令和４年度教育委員会３月補正予算の提案について 

教 育 長 

 

次に、議案第３号について、総務課長から説明をお願いします。 

 

総 務 課 長 

 

令和４年度教育委員会、３月補正予算について、提案するもので

す。 

 歳入歳出予算です。 

歳入につきましては、補正額１，５６３万２千円増額し、補正後

の額を１６億６，７８２万４千円とするものです。 

歳出につきましては、補正額９３万６千円増額し、補正後の額を

７６億３，４８８万９千円とするものです。 

 補正予算の内訳です。 

 歳入歳出予算で、主な項目を説明いたします。 

 まず、民生費です。 

 児童福祉総務費、児童クラブＩＣＴ化推進事業費、１，２１２万



 

 

８千円は、国の令和４年度第２次補正予算を活用し、児童クラブに

おける業務のＩＣＴ化を進めるため、タブレットの購入などＩＣＴ

環境整備に係る費用を増額するものです。 

歳入は、令和４年度６月補正予算に計上した放課後児童クラブに

おける「新型コロナウイルス感染症拡大防止対策事業費」について、

その財源となる国県支出金の交付決定がありましたので、今回増額

計上するものです。 

民間児童クラブ送迎用バス安全対策事業費、１０５万円は、国の

第２次補正予算を活用し、民間児童クラブの送迎バスについて、置

き去り防止用の安全装置の設置費を補助するものです。 

 続いて、教育費です。 

 今回、減額する事業につきましては、契約差金の整理など、事業

の完了に伴う予算の整理となります。それ以外の内容につきまして

は、事務局費、運営経費、２４３万９千円の増額は、人事院勧告に

伴う人件費の整理です。 

スクールバス安全装置設置経費は、それぞれ３５万円、７０万円

を増額するものです。国の第２次補正予算に関連した県の補助を活

用し、中里小中学校及び日立特別支援学校のスクールバスへの安全

装置の設置に係る備品購入費を増額するものです。 

中学校教育振興費の就学援助事業費、３８８万２千円の増額で

す。就学援助、準要保護でございますが、認定人数が当初より多く

見込まれますことから、扶助費を増額するものです。 

記念図書館の歳入、寄附金１００万円は、株式会社茨城環境企業

様から御寄附いただいたものです。御寄附の趣旨に沿い、子どもの

読書活動推進のため、児童図書用書架の購入に活用させていただく

予定です。 

文化財保護事業費、２３１万円の減額は、新型コロナウイルス感

染症拡大の影響による日立さくらまつり中止により日立風流物公

開が実施されなかったことに伴う補助金の減額です。 

新型コロナウイルス感染症対策事業費、１，９２９万円は、国の

第２次補正予算を活用し、小・中学校等における感染症対策用品と

して消毒液等の購入費用を増額するものです。 

続いて、継続費補正、変更です。 

中里中学校校舎改築事業と十王中学校屋内運動場改築事業は、契

約差金等の整理により歳出を減額補正したことに伴う継続費の補

正で、それぞれ総額を減額しております。 

繰越明許費補正、追加です。 

児童クラブＩＣＴ化推進事業、新型コロナウイルス感染症対策事

業等の４事業については、国の第２次補正予算に関連し、事業を実

施するもので、年度内の完了が見込めないことから、それぞれ令和

５年度に繰り越すものです。 

運動公園施設整備事業は、野球場改築実施設計業務委託につい



 

 

て、資材等の物価高騰により、コストダウンの検討に時間を要し、

年度内の完了が見込めないことから、令和５年度に繰り越すもので

す。 

繰越明許費補正、変更です。 

小学校施設整備事業、中里中学校校舎改築事業は、いずれも令和

４年度１２月補正で繰越明許費を設定しておりますが、それぞれ同

事業の中で、新たに事業の進捗に不測の日数を要したため、令和５

年度繰越額を増額変更するものです。 

小学校施設整備事業は、諏訪小学校の西側進入路整備において、

用地取得の調整に不測の日数を要し、年度内の完了が見込めないた

め、所要の経費を増額し、令和５年度に繰り越すものです。 

中里中学校校舎改築事業は、外構工事において、新たに支障物の

処理に不測の日数を要し、年度内の完了が見込めないため、所要の

経費を増額し、令和５年度に繰り越すものです。 

地方債補正、変更につきましては、それぞれの歳出予算の減額に

合わせまして、財源の整理を行うものです。 

 

教 育 長 

 

 

それでは、議案第３号について、可決することでよろしいでしょ

うか。 

 

全 委 員 

 

異議なし。 

 

教 育 長 議案第３号については、原案可決と決しました。 

 

 

議 案 第 ４ 号 日立市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を

定める条例の一部を改正することについて 

教 育 長 

 

 

次に、議案第４号について、生涯学習課長から説明をお願いしま

す。 

 

生涯学習課長 

 

放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める

省令の改正に伴い、本条例の一部を改めるものでございます。 

改正の概要は、大きく４点ございます。  

１点目、安全計画の策定等は、利用者の安全確保を図るための計

画を策定するとともに、当該計画に従い、必要な措置を講ずること

が義務付けられたものでございます。 

２点目、自動車運行時の利用者の所在確認については、昨年９月

に静岡県で発生した、送迎用バスへの園児置き去り事件を受けまし

て、利用者の移動のために自動車を運行するときは、乗車及び降車

の際に、点呼等の方法による所在確認が義務付けられたものでござ

います。  



 

 

３点目の業務継続計画の策定等については、新型コロナウイルス

感染症や東日本大震災などへの対応を踏まえまして、非常災害発生

時における業務継続等のための計画を策定するとともに、当該計画

に従い、必要な措置を講ずるよう努力義務が定められたものでござ

います。 

４点目は、衛生管理に係る研修等の実施でございます。職員に対

し、感染症及び食中毒の予防及びまん延防止のために必要な研修等

を定期的に実施するよう努力義務が定められたものでございます。 

なお、本条例の施行期日は、令和５年４月１日で、このうち、安

全計画の策定等につきましては、令和６年３月３１日まで経過措置

を設けております。 

 

教 育 長 

 

 

それでは、議案第４号について、可決することでよろしいでしょ

うか。 

 

全 委 員 

 

異議なし。 

 

教 育 長 議案第４号については、原案可決と決しました。 

 

 

議 案 第 ５ 号 日立市立学校設置条例の一部を改正することについて 

教 育 長 

 

次に、議案第５号について、学務課長から説明をお願いします。 

 

学 務 課 長 

 

日立市立会瀬幼稚園を廃止するため、本条例の一部を改めるもの

です。 

幼児施設の適正配置計画に基づき、３月末をもって、会瀬幼稚園

を廃止するため、条例の別表から削除するものでございます。 

 

教 育 長 

 

 

それでは、議案第５号について、可決することでよろしいでしょ

うか。 

 

全 委 員 

 

異議なし。 

 

教 育 長 議案第５号については、原案可決と決しました。 

 

 

議 案 第 ６ 号 日立市郷土博物館設置及び管理等に関する条例の一部を改正す

ることについて 

教 育 長 

 

次に、議案第６号について、郷土博物館から説明をお願いします。 

 

 



 

 

郷土博物館 

 

今回、博物館法の一部改正が令和５年４月１日に施行されます。  

改正により、地方公共団体、社団法人、財団法人に限定されてい

た博物館の設置者要件が撤廃され、法人の類型にかかわらず、登録

できるようになります。 

日立市郷土博物館は、既に登録博物館であり、今回の法改正の影

響はございませんが、日立市郷土博物館設置及び管理等に関する条

例は、博物館法の条番号を引用している部分がありますので、一部

改正が必要となります。 

博物館法の条項を引用しているのは、条例第１条と第８条であり

ます。今回の法改正により、第１８条が削除され、第２０条が第  

２３条に繰り下げられました。  

条例第１条では、「、博物館法（昭和２６年法律第２８５号。以

下「法」という。）第１８条の規定に基づき」の部分を削除し、条

例第８条では、「法第２０条」を「博物館法（昭和２６年法律第２

８５号）第２３条第１項」に変更します。この条例改正案を３月の

市議会に上程する予定です。 

 

教 育 長 

 

 

それでは、議案第６号について、可決することでよろしいでしょ

うか。 

 

全 委 員 

 

異議なし。 

 

教 育 長 議案第６号については、原案可決と決しました。 

 

 

議 案 第 ７ 号 日立市スポーツ広場の指定管理者を指定することについて 

教 育 長 

 

 

次に、議案第７号について、スポーツ振興課長から説明をお願い

します。 

 

スポーツ振興課長 

 

日立市スポーツ広場の指定管理者を指定することについて、提案

するものです。 

施設の名称は、日立市会瀬スポーツ広場、指定管理者は、公益財

団法人日立市スポーツ協会、指定の期間は、令和５年７月１日から

令和８年３月３１日までとするものです。  

 

教 育 長 

 

 

それでは、議案第７号について、可決することでよろしいでしょ

うか。 

 

全 委 員 

 

異議なし。 

 

教 育 長 議案第７号については、原案可決と決しました。 



 

 

４  そ の 他  

(1) 令和５年度小規模特認校への就学予定について 

教 育 長 

 

 

続いて、その他に移ります。 

その他(1)について、学務課長から説明をお願いします。 

 

学 務 課 長 

 

児童生徒数の見込みについて、小学校に相当する前期課程は３２

名、中学校に相当する後期課程は３１名です。  

そのうち、小規模特認校制度による就学者について、前期課程は

２５名で、約７８％が該当します。後期課程については、２６名で、

約８４％になる見込みです。 

小規模特認校制度により就学する児童生徒を支援するため、引き

続き、スクールバスを運行してまいります。 

 

委 員 小規模特認校、中里小中学校は、本当に希望者が増えてきている

ということで、大変良かったと言っていいのだろうと思っていま

す。それだけ良さが伝わっているのだと思っています。希望者が増

えた理由について、何かつかんでいることがあれば、お伺いしたい

です。 

また、市外からの就学者が１名いますが、市外はスクールバスの

運行がなく、保護者の方の送迎などが考えられるかと思います。そ

れについても教えていただきたいです。 

 

学 務 課 長 中里小中学校は、自然豊かな環境が良いところだと思います。ま

た、少人数教育が受けられるというのが、広報活動もありまして、

多くの市民、保護者の方に受け入れられたのではないかと思ってお

ります。 

また、市外から就学予定の方については、保護者送迎ということ

で伺っております。 

 

委 員 新しく、すばらしい校舎の中で学べるということもあるのだろう

と思いますし、やはり、きめ細かな指導ができる少人数指導の良さ

が認められたのだろうと思います。ありがとうございました。 

 

 

(2) 春のスポーツイベントについて 

教 育 長 

 

 

次に、その他(2)について、スポーツ振興課長から説明をお願い

します。 

 

スポーツ振興課長 

 

第２２回日立さくらロードレースは、４年ぶりに開催いたしま

す。 



 

 

以 上 

新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、参加定員は、こ

れまでの定員の８０％に抑えております。 

申込みは２月２０日までとしており、その時点で、ハーフマラソ

ンが定員２，５００人のところ２，９６９人、１０ｋｍが定員   

２，５００人のところ２，６２３人、５ｋｍが定員２，５００人の

ところ１，１６２人などとなっており、全体としまして、昨日の時

点で９，８９７人でしたが、今日確認したところ、１万人を超えた

とお聞きしております。 

第４５回ＪＡＢＡ日立市長杯選抜野球大会は、４月１４日から 

１８日まで、市民運動公園野球場等で開催いたします。 

出場チームは、各地区の連盟から推薦された１６チームです。 

なお、優勝チームは、社会人野球の最高峰である第４８回社会人

野球日本選手権大会に出場いたします。 

そのほか、令和４年度の日立さくら杯社会人野球大会は中止とす

るものです。理由としましては、ＥＮＥＯＳが社会人野球・六大学

野球対抗戦に出場することになり、試合を組むことが困難になった

ためでございます。 

 

 

５ 次回の教育委員会の日程について 

教 育 長 

 

 

総 務 課 長 

 

 

 次回の教育委員会定例会の日程について、総務課長からお願いし

ます。 

 

令和５年３月２３日（木）午後１時３０分から、日立市役所３階

３０４・３０５号会議室で開催予定です。 

 

 

６  閉  会  

教 育 長 

 

以上をもちまして、教育委員会２月定例会を終了いたします。 

 

 


